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ラパスにおいでよ！
Lapaz
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　ラパスクルーズの中盤、無人島の穏やかな入江には夜な夜な無数のモブラが集まり渦を巻く。
その数100～200匹。撮影している僕らのことなどおかまいなしに、竜巻を起こすかのような
猛スピードで旋回する。ものすごい迫力だ。

urpriseS驚き

進撃のモブラトルネード

http://tsumishima.com/
http://www.wtp.co.jp/
https://twitter.com/wtpinfo
http://www.facebook.com/tsumishima
http://www.wtp.co.jp/area/8/lapaz/


urpriseS驚き

　モルディブやタイやフィリピンなど、今や
ジンベエザメに会うこと自体はさほど難し
いものではない。しかし、このラパスのク
ルーズは本当にすごいなぁと感心したのは、
ラパスの街並みが目前に見えるような、し
かも水深3mほどの浅瀬に、どデカいジン
ベエがスイスイ～っと何気なく泳いでしまっ
ていること。僕たちにとってスペシャルな
生き物であることは間違いないし、これか
ら変わることもないのだろうけれども、あ
まりにもあっさりと出合えてしまうことに、
ちょっとだけ拍子抜けもした。いや～ラパ
スの海のポテンシャルはトンデモナイ。

ジンベエが
目の前に
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ceanO海

大物からマクロまで、個性的な生き物が大集結
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ceanO海
アシカたちが待っています
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　ラパスの一大ダイビングポイント「ロス・イスロテス」はアシカたち
の島だ。この島の周辺はアシカのコロニーになっていて、大小様々な
アシカたちが数多く集まる。クルーズのシーズンに入ると、小さな子
供アシカたちの数が多く、潜る僕らを歓迎してくれる。小さな身体に

不釣り合いな大きな瞳。クルクルと旋回したり、カメラを覗き込んだり
する表情は、悶絶級の愛らしさ。一緒に潜ったダイバーたちも、各々
持参したバンダナを振ったり、手袋を差し出して甘噛みされたりと、そ
れぞれにアシカとの触れ合いを楽しんでいた。

アシカたちが待っています
ceanO海
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　これまでに13000本以上ダイビングしてきた。雑誌などの仕事もそれなりにこなし、それ
なりのキャリアを積んできたつもりだった。もうだいぶ前のことになるが、誰かが撮影した専門
誌のラパス特集をパラパラと読んでいると、これまで僕が見たこともない、とんでもない容姿
の魚が掲載されていた。シグナル・ブレニーと記されたこの魚。「是非会いたい！　いや絶対に
会いたい！」、モブラに囲まれても、ジンベエと泳いでいても、アシカにはむはむ甘噛みされて
いる時も、このブレニーのことが頭を離れない。しかしどんなところにいるのかもイマイチ把握
していなく、そもそも常時ヒレを広げている訳ではないということも理解していた。それらしい
ブレニーを、いくつも見かけるものの何か違う。なにかちがうナニカチガウ……。と最終日になり、
ダイビングもこの一本で最後。半ば諦めかけの状態で砂地のハゼを撮影していたら、視界の端
に小さく黒いものが動いた。「!!!!!!!!」。いや～久しぶりに興奮した～。諦めなくてよかった。

憧れのアイツとの出合い

omanceRロマンス
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　コンパクトにまとまった使い勝手の良い
クルーズ船。陽気で優しい語り口のメキシ
コ人ガイドのマルコは日本語がペラペラ
で、日本人の対応にも慣れているので、
とても心強い存在だ。毎度の食事とともに、
インターバルの時に出されるメキシカンス
ナックもめちゃめちゃ美味い。しかも、夕
飯時はサーバーのビールが飲み放題と
太っ腹。でも飲み過ぎ注意ですよ。

ダイビング
クルーズ
「アドベンチャー号」

　閑静な住宅街の中にあるホテル。部屋は広く清潔で冷蔵庫、WI-FIも完備
され、シャワーなどの使い勝手も文句なし。中庭の陽だまりが心地よく、素
朴でとてもリラックスできる空間だ。日本人オーナーのタカコさんが常駐して
いるので、一人での旅行も安心だ。

バハパラダイス

　クルーズ乗船の前後は是非ラパスの街を散策してみたい。海
風のそよぐ小さな町なので、マップを片手に歩いていると実に気
持ちが良い。レストランや洒落たギフトショップも多い。

Walk in La paz

ctionA行動

http://tsumishima.com/
http://www.wtp.co.jp/
https://twitter.com/wtpinfo
http://www.facebook.com/tsumishima
http://www.wtp.co.jp/area/8/lapaz/

